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富山市科学文化センター研究報告第３０号（2007） 
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原著 

富山県上市町大岩千巌渓の蘚苔類 

坂井奈緒子 

蘚 類 38種 類 、 苔 類 23種 類 、 ツ ノ ゴ ケ 類 2種 類 が 記 録 さ れ 、 狭 い エ リ ア な が ら

も 蘚 苔 類 相 は 豊 か で あ る こ と が わ か っ た 。 さ ら に 、 暖 地 性 の 種 類 や ふ つ う ブ ナ

帯 に 生 育 す る 種 類 が 確 認 さ れ た こ と は 、 分 布 上 大 変 興 味 深 い 。  

 

 

ゴヨウマツの球果、種鱗、種子サイズの地理的変異 

佐藤 卓 

ゴ ヨ ウ マ ツ 類 の 球 果 、 種 鱗 、 種 子 の サ イ ズ の 地 理 的 変 異 を 解 析 し た 結 果 、 球

果 の 長 さ や 種 翼 の 長 さ な ど は ６ 月 の 雨 量 と 、 負 の 相 関 が あ り 、 種 鱗 の 数 や 種 鱗

開 度 指 数 は １ 月 の 雨 量 と 負 の 相 関 が あ る こ と を 明 ら か に し た 。 こ れ ら の 形 質 が

連 続 的 な 変 異 を 示 す こ と か ら 、 南 方 タ イ プ と 北 方 タ イ プ に 分 け る 必 然 性 が な い

こ と を 示 し た 。  

 

 

伊豆諸島八丈島の陸産等脚目甲殻類（英文） 

布村 昇 

片 倉 康 寿 博 士 が 5度 に わ た り 八 丈 島 で 採 集 し た 等 脚 目 甲 殻 類 の 標 本 を 中 心 に

調 べ 15種 を 確 認 し た 。ま た 、Styl o n i s c u s  k a t a k u r a i  (和 名 :カ タ ク ラ ク キ ワ ラ

ジ ム シ ： 新 称 ).B u r m o n i s c u s  h a c h i j o e n s i s (和 名 :ハ チ ジ ョ ウ モ リ ワ ラ ジ ム シ :

新 称 ),Sp he r i l l o  h a c h i j o e n s i s (和 名：ハ チ ジ ョ ウ コ シ ビ ロ ダ ン ゴ ム シ :新 称 ),

S p h e r i l l o  p u n c t a t u s (和 名 ： ハ ン テ ン コ シ ビ ロ ダ ン ゴ ム シ ： 新 称 )の ４ 新 種 を

記 載 し た 。 こ れ ら の ホ ロ タ イ プ は 富 山 市 科 学 文 化 セ ン タ ー に 保 管 さ れ る 。  

 

 

伊豆半島の淡水域で発見されたイソコツブムシ属の 1 種（英文） 

布村 昇 

静 岡 県 伊 豆 半 島 南 伊 豆 町 伊 浜 の 淡 水 域 か ら 発 見 さ れ た イ ソ コ ツ ブ ム シ 属 の 1

種 を 新 種 Gno r i m o s p h a e r o m a  i z u e n s e  (和 名 :イ ズ コ ツ ブ ム シ ： 新 称 ） と し て 記

載 し た 。 従 来 、 本 属 は 海 産 の 種 か 日 本 海 側 の 淡 水 域 か ら 生 息 が 確 認 さ れ て い る

が 、 本 州 太 平 洋 側 の 淡 水 か ら は 初 め て の 出 現 で あ る 。 本 種 は 第 2胸 肢 前 節 基 部
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の 内 側 が 膨 ら ん で い る こ と な ど の 点 か ら 共 通 点 か ら フ タ ゲ イ ソ コ ツ ブ ム シ と

類 似 す る が （ 1） 第 1胸 肢 腕 節 後 縁 の 剛 毛 数 が 少 な い こ と 、 （ 2） 第 1触 角 の 鞭 節

数 が 少 な い こ と 、（ 3）第 7胸 肢 腕 節 後 縁 の 剛 毛 数 が 少 な い こ と 、で 区 別 さ れ る 。

本 種 の ホ ロ タ イ プ は 富 山 市 科 学 文 化 セ ン タ ー で 保 管 さ れ る 。  

 

 

七尾湾口部（富山湾）のトゲシャコについて 

本尾 洋 

相 模 湾 以 南 の 太 平 洋 側 に 生 息 す る ト ゲ シ ャ コ が 近 年 ， 日 本 海 側 の 京 都 府 に 生

息 す る こ と が わ か り ， そ の 後 の よ り 北 方 域 で の 生 息 動 向 に 注 目 し て い た と こ ろ ，

能 登 半 島 を 越 え た 富 山 湾 内 の 七 尾 湾 に も 生 息 す る こ と が 明 ら か と な っ た 。  

 

 

多雪地域（本州日本海側）の雪上トビムシ 

須摩靖彦・根来 尚 

本 州 （ 日 本 海 側 ） の 多 雪 地 帯 （ 山 形 県 ・ 新 潟 県 ・ 長 野 県 ・ 富 山 県 ・ 福 井 県 ・

石 川 県 ・ 鳥 取 県 ） の 雪 上 ・ 雪 渓 ト ビ ム シ 類 を 採 集 、 そ の 結 果 以 下 の 知 見 が 得 ら

れ た 。  

23箇 所 か ら 採 集 さ れ た ト ビ ム シ は 、 ３ 科 9種 、 907個 体 で あ っ た 。 ツ チ ト ビ ム

シ 科 の ク ロ ユ キ ノ ミ が 521個 体 （ 57.4％ ） 、 次 に 同 科 の ケ ン ト ビ ム シ が 229個 体

（ 25.2％ ） 、 3番 目 も 同 科 の バ バ ユ キ ノ ミ が 92個 体 （ 10.1％ ） で あ っ た 。 こ の  

3種 で 全 体 の 92.8％ 占 め 、 こ の 3種 が 雪 上 ト ビ ム シ と い っ て よ い で あ ろ う 。  

雪 上 ト ビ ム シ の 季 節 的 変 化 は 、 2月 で ピ － ク に な り 、 消 雪 と 共 に 減 少 す る 。

ク ロ ユ キ ノ ミ は 平 地 で は ２ 月 、 山 岳 地 で は 5月 に ピ － ク が あ っ た 。 バ バ ユ キ ノ

ミ は 1～ 3月 ま で で 、 低 温 環 境 に 適 応 し て い る 種 で あ る 。  

ク ロ ユ キ ノ ミ は 平 地 か ら 山 岳 ま で 広 く 分 布 し 、 特 に 山 岳 の 雪 渓 で の 割 合 が 多

い 。  

 

 

北アルプスのハダカカワゲラ属３種について（英文） 

清水高男・根来 尚 

 北 ア ル プ ス よ り 既 知 の ハ ダ カ カ ワ ゲ ラ 類 3種 に つ い て 、 外 部 形 態 を 図 示 ・ 記

述 し た 。 ヤ ザ ワ ハ ダ カ カ ワ ゲ ラ Apte ro p e r l a  y a z a w a i  M a t s u m u r a ,  1 9 3 1の 雄 は

こ こ に 初 め て 記 載 さ れ る 事 と な り 、 ア ロ タ イ プ を 指 定 し た 。 ヤ ザ ワ ハ ダ カ カ ワ

ゲ ラ の 雌 と バ バ ハ ダ カ カ ワ ゲ ラ A. bab e n s i s ( K a w a i ,  1 9 6 7 )、ナ ガ ハ ダ カ カ ワ ゲ
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ラ A. e l o n g a t a ( K a w a i ,  1 9 6 7 )は 、い ず れ も 最 近 の 採 集 に お い て 新 に 得 ら れ た 標

本 に 基 づ い て 再 記 載 さ れ た 。  

 

 

富山湾における鯨類の記録（2006 年） 

南部久男・石川 創・山田 格・台蔵正一・大田希生 

2 0 0 6年 に 富 山 湾 で カ マ イ ル カ 4例 、 ハ ナ ゴ ン ド ウ １ 例 の ス ト ラ ン デ ｲン グ を 確

認 し た 。カ マ イ ル カ は 4月 下 旬 、富 山 湾 西 部 に 大 き な 群 れ が 来 遊 し 、 5月 8日 ～  

1 5日 に ス ト ラ ン デ ｲン グ が み ら れ た こ と よ り 、 何 ら か の 原 因 に よ り 死 亡 し 、 相

次 い で 漂 着 し た も の と 考 え ら れ る 。 日 本 鯨 類 研 究 所 ス ト ラ ン デ ィ ン グ デ ー タ ベ

ー ス 2006に 基 づ く と 、 日 本 海 側 の カ マ イ ル カ は 、 1～ 3月 ま で は 九 州 北 部 か ら 新

潟 県 ま で 広 範 囲 に 分 布 す る が 、 4月 頃 か ら 秋 田 県 北 部 を 越 え 、 6月 に は 北 海 道 に

至 り 、 7月 以 降 の 北 海 道 日 本 海 側 の 記 録 は 皆 無 に 近 い こ と よ り 、 こ れ ら の 個 体

群 は オ ホ ー ツ ク 海 に 抜 け た と 考 え ら れ 、 一 部 は 津 軽 海 峡 を 抜 け て 太 平 洋 側 に 移

動 し た も の と 推 定 さ れ た 。  

 

 

富山県におけるツキノワグマの大量出没年（1953 年及び 2004 年）の 
人身被害の発生状況 

白石俊明・間宮寿頼・内呂由美子・南部久男 

 富 山 県 で ツ キ ノ ワ グ マ の 大 量 出 没 年 （ 秋 期 ） と し て 知 ら れ る 1953年 と 200 4年

の ク マ に よ る 人 身 被 害 の 実 態 を 新 聞 記 事 等 か ら 調 査 し た 。 1953年 が 7件 25人 、 2

0 0 4年 が 21件 2 6人 で 、 両 年 は 富 山 県 で ク マ に よ る 人 身 被 害 が 最 も 多 く 発 生 し た

年 で あ っ た 。 人 身 被 害 の 発 生 時 期 は 両 年 と も 秋 期 （ 9～ 11月 ） が 多 く 、 発 生 時

間 は 、 早 朝 に 多 い 傾 向 が 見 ら れ た 。 発 生 場 所 の 多 く は 人 の 生 活 空 間 で 、 ク マ に

襲 わ れ た と き の 人 の 行 動 は 、 両 年 と も 「 自 宅 に い た 」 が 最 も 多 か っ た 。 被 害 部

位 は 両 年 と も 上 半 身 が 多 く 、 頭 部 が 関 係 し て く る と 怪 我 の 程 度 は 大 き く な る 傾

向 が み ら れ た 。 大 量 出 没 年 （ 秋 期 ） は 、 普 段 ク マ の 出 没 の な い 人 の 生 活 空 間 に

お い て 、 早 朝 に 多 く の 人 身 被 害 が 発 生 す る 特 徴 が み ら れ た 。  

 

 

短報 

王塚・千坊山遺跡群の陸産等脚目甲殻類 

布村 昇 

富 山 市 婦 中 町 の 王 塚 ・ 千 坊 山 遺 跡 群 の 陸 産 等 脚 目 甲 殻 類 を 調 査 し 、 ６ 科 ６ 種
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を 確 認 し た 。 湿 潤 な 森 林 を 指 標 す る 種 、 雑 木 林 や 林 縁 、 田 園 に 多 い 種 、 人 間 営

為 の 影 響 の 及 ぶ 地 域 多 い 種 が と も に 見 ら れ た が 、 概 し て 人 間 営 為 と 密 接 に か か

わ る 種 の 出 現 は 少 な く 、 比 較 的 安 定 し た 森 林 と し て の 様 相 が ま さ っ て い る こ と

を 伺 わ せ る も の と 思 わ れ る 。  

 

 

氷見市と朝日町におけるヒメカマキリの記録 

二橋 亮・二橋弘之 

富 山 県 で は 記 録 の 少 な い ヒ メ カ マ キ リ を 以 下 の と お り 、 氷 見 市 と 朝 日 町 で 採

集 し た 。  

氷 見 市 姿 : 1♀ , 2 0 0 3 1 1 0 3、  朝 日 町 花 房 : 1♀ , 2 0 0 6 1 0 1 3。  

 

 

東海北陸道（富山県南砺市）で交通事故死したツキノワグマについて 

南部久男・後藤優介 

2 0 0 6年 9月 2日 、 富 山 県 南 砺 市 田 下 （ 旧 上 平 村 ） の 東 海 自 動 車 道 上 り 線 で 、 交

通 事 故 死 し た ニ ホ ン ツ キ ノ ワ グ マ （ メ ス ） の 計 測 値 、 解 剖 結 果 等 に つ い て 報 告

し た 。  

 

 

石川県志賀町に漂着したオウギハクジラ 

田島木綿子・谷田部明子・角田恒雄・台蔵正一・南部久男・山田 格 

2 0 0 5年 4月 25日 に 石 川 県 志 賀 町 百 浦 の 海 岸 に 漂 着 し た オ ウ ギ ハ ク ジ ラ（ 体 長  

502 c m、 メ ス ） の 計 測 値 、 解 剖 結 果 等 に つ い て 報 告 し た 。  

 

 

立山における標高別の酸性雨観測結果 2005 

朴木英治・渡辺幸一 

2 0 0 5年 の 観 測 で は 、 桂 台 、 美 女 平 、 上 の 小 平 、 弘 法 平 、 弥 陀 ヶ 原 、 美 松 坂 、

室 堂 平 と 黒 部 峡 谷 側 の 大 観 峰 に 観 測 点 を 設 け 、 標 高 別 の 酸 性 雨 の 違 い や 市 街 地

と の 違 い を 観 測 し た 。  

 そ の 結 果 、 酸 性 雨 に 関 し て は ど の 観 測 点 で も 月 平 均 レ ベ ル で pH 5 . 6以 下 の 酸

性 雨 で あ っ た 。 以 前 の 観 測 で は 標 高 が 高 く な る に つ れ て 酸 性 雨 が 弱 ま る 傾 向 が

見 ら れ た が 、 2005年 の 観 測 で は 室 堂 平 の 酸 性 雨 は 平 野 で の 酸 性 雨 と 同 程 度 で あ

っ た 。 し か し 、 標 高 16 0 0～ 2 1 0 0 mの 区 間 で は 所 々 で 酸 性 雨 が 弱 ま る 場 所 が あ っ

た 。  
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 酸 性 雨 の 原 因 成 分 の 一 つ で あ る 硝 酸 イ オ ン の 降 水 中 の 濃 度 は 標 高 が 高 く な

る に つ れ て 低 下 し た が 、 も う 一 つ の 原 因 成 分 で あ る 非 海 塩 性 硫 酸 イ オ ン で は 標

高 14 1 0 m地 点 よ り 上 側 で 濃 度 が ほ と ん ど 低 下 し な い か 、 逆 に 上 昇 す る 月 も あ っ

た 。  

 酸 性 物 質 の 組 成 比 で あ る 硝 酸 寄 与 比 を み る と 、 従 来 の 観 測 と 同 様 、 標 高 が 上

が る に つ れ て 値 が 低 下 し て お り 、 ア ジ ア 大 陸 起 源 の 酸 性 物 質 の 影 響 が 標 高 の 上

昇 と 共 に 大 き く な っ て い た 。  

 

 

各種医用画像診断装置の一般向け原理説明のための原理模型の開発 ２ 

市川真史 

近 年 医 療 機 器 と し て 、 X線 CTや MRI、 超 音 波 エ コ ー が 普 及 し て き た 。 こ れ ら の

原 理 に つ い て 断 層 画 像 を 得 る 方 法 の 違 い を 中 心 に 、 科 学 博 物 館 で 一 般 向 け に わ

か り や す く 説 明 す る た め の 、 体 験 型 展 示 装 置 の 開 発 に つ い て 、 今 回 は 主 に 製 作

し た 体 験 装 置 に つ い て 報 告 し た 。  

 

 

資料 

富山城址公園の濠の水生生物 

南部久男・太田道人・坂井奈緒子・朴木英治・根来 尚・布村 昇 

平 成 18年 2月 に 富 山 城 の 改 修 工 事 に あ わ せ て 、 富 山 城 址 公 園 の 濠 に た ま っ た

ヘ ド ロ 除 去 が 行 わ れ た 際 に 、水 が 抜 か れ た た め 、生 物 調 査 、水 質 調 査 を 行 っ た 。

無 脊 椎 動 物 は 、 4目 7科 ７ 種 が 確 認 さ れ た 。 ア メ リ カ ザ リ ガ ニ が 多 く 、 マ シ ジ ミ

と オ オ タ ニ シ の 貝 殻 が 確 認 さ れ た 。 魚 類 は 、 4科 10種 確 認 さ れ 、 日 本 産 の 大 型

の 魚 類 で は 、 コ イ 、 ギ ン ブ ナ 、 ゲ ン ゴ ロ ウ ブ ナ 、 ナ マ ズ が 、 小 型 の 魚 類 で は 、

オ イ カ ワ 、 モ ツ ゴ 、 オ オ ヨ シ ノ ボ リ が 確 認 さ れ た 。 外 来 魚 で は ハ ク レ ン 、 ソ ウ

ギ ョ （ 中 国 原 産 ） 、 オ オ ク チ バ ス （ 北 ア メ リ カ 原 産 ） の ３ 種 が 確 認 さ れ た 。 カ

メ 類 で は 、北 ア メ リ カ 原 産 の ミ シ シ ッ ピ ー ア カ ミ ミ ガ メ が 確 認 さ れ た 。植 物（ 維

管 束 植 物 類 ） で は 、 ヒ シ の 果 実 と ヒ メ ビ シ の 果 実 が 確 認 さ れ た 。 中 身 が 既 に 腐

敗 し て 失 わ れ 、 発 芽 能 力 は な い も の ば か り で あ っ た 。 ヒ シ は 大 量 に 採 取 さ れ た

が 、ヒ メ ビ シ は や や 少 な か っ た 。ヒ メ ビ シ は 全 国 的 に も 減 少 が 著 し い 種 で あ り 、

環 境 省 の 絶 滅 危 惧 種 (V U種 ) 、 富 山 県 の 絶 滅 危 惧 種 な ど に 指 定 さ れ て い る 。 水

質 は カ ル シ ウ ム イ オ ン 濃 度 や マ グ ネ シ ウ ム イ オ ン 濃 度 が か な り 高 く 、 堀 の 水 質

は 常 願 寺 川 扇 状 地 の 地 下 水 の 特 徴 を 反 映 し て い る よ う で あ っ た 。  

 
 
 



 7

富山市におけるツキノワグマの出没記録（2005・2006 年） 

南部久男 

富 山 市 の 20 0 5年 と 20 0 6年 の ツ キ ノ ワ グ マ の 出 没 状 況 を 調 査 し た 。 20 0 5年 は 、

富 山 市 全 体 で 10メ ッ シ ュ 、 13件 （ 述 べ 件 数 ） と 少 な か っ た 。 2006年 は 、 全 市 で

は 112メ ッ シ ュ 、 395件 （ 述 べ 件 数 ） と 大 量 出 没 が み ら れ た 。 月 別 出 没 で は 4～  

11月 に 見 ら れ 、 9月 下 旬 か ら 増 加 し 、 10月 中 旬 が ピ ー ク で 、 中 旬 に は 全 市 で 、  

5 0メ ッ シ ュ 、 82件 （ 述 べ 件 数 ） の 出 没 が 見 ら れ た 。 9～ 11月 の 出 没 は 、 常 願 寺

川 左 岸 山 麓 の 集 落 、 熊 野 川 流 域 の 山 麓 集 落 及 び 平 地 集 落 、 神 通 川 本 流 の 山 麓 集

落 、 八 尾 地 区 、 婦 中 地 区 、 山 田 地 区 の 山 間 集 落 で あ る 。 特 に 熊 野 川 水 系 山 麓 部

の 出 没 メ ッ シ ュ は 連 続 し 、 ク マ の 出 没 が 山 麓 部 を 中 心 に 広 範 囲 に 及 ん で い た こ

と を 物 語 る 。  

 

 

富山県のトンボ（2006 年度記録） 

二橋 亮・二橋弘之 

2 0 0 6年 の 調 査 で は 、 近 年 県 内 で 記 録 の な い ホ ン サ ナ エ 、 オ ナ ガ サ ナ エ 、 遠 方

か ら の 飛 来 種 で あ る オ オ ギ ン ヤ ン マ 、 イ ソ ア カ ネ 、 生 息 地 を 未 調 査 で あ る カ オ

ジ ロ ト ン ボ 、 ム ツ ア カ ネ お よ び 2004年 を 最 後 に 記 録 が 途 絶 え て い る タ イ リ ク ア

カ ネ の 7種 を 除 い た 79種 が 確 認 さ れ た 。 以 下 の 8種 （ ム ス ジ イ ト ト ン ボ 、 オ ツ ネ

ン ト ン ボ 、 カ ト リ ヤ ン マ 、 ネ ア カ ヨ シ ヤ ン マ 、 キ イ ロ サ ナ エ 、 オ ジ ロ サ ナ エ 、

ア オ サ ナ エ 、 ハ ネ ビ ロ エ ゾ ト ン ボ ） は 現 在 県 内 で 1- 2ヶ 所 し か 生 息 地 が 確 認 さ

れ て お ら ず 、 種 に よ っ て は 絶 滅 の お そ れ も 懸 念 さ れ て い る 。 こ れ ら の う ち ア オ

サ ナ エ は 、 2002年 以 来 の 記 録 と な る 。 ま た 、 大 陸 か ら の 飛 来 種 と 考 え ら れ る タ

イ リ ク ア キ ア カ ネ 、 オ ナ ガ ア カ ネ 、 ス ナ ア カ ネ 、 南 方 系 飛 来 種 で あ る ハ ネ ビ ロ

ト ン ボ は 、 2006年 に は 成 熟 個 体 が 少 数 確 認 さ れ て い る 。  


